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広田小学校 開校１５０年を迎えて  ～地域と共に歩んできた学校～ 
              

 ２時間目休みのチャイムが鳴ると、多くの子ども達が元気に外で遊ぶ姿が見られます。暑さなんてな

んのその。体をいっぱいに動かし、限られた時間で心も体も発散させています。このところ気温が急に

高くなり、真夏日のように汗ばむ日が続いています。先日は最高気温を記録するほど気温が。こうなる

と、マスクと熱中症との関係が非常に心配です。先日出された文科省からの通知には、体育の授業や登

下校などでのマスク着脱について基本的な対処方針が示されました。本校では昨年も登下校時や授業中

の会話がない場面、外遊びにおいては、マスクをはずしてよいこととしていました。細かな内容につい

ては、今後全体で共通理解を図っていく予定です。諸事情によりマスクを外せない場合もあるかもしれ

ません。その際はその旨を担任までお知らせくださいますようお願いいたします。 

 さて、明日６月１日は広田小の開校記念日です。「學校沿革誌」によりますと、『明治 6年２月２５

日に廣田學校が設置』され、当時の「長蔵院」（現廃寺）を校舎として学校がスタートしました。その

後、明治７年に廣徳院、明治２２年に清方寺（北根）、その後明治２５年には広田字本村（現川里支所）

に新校舎を設置し広田尋常小学校と改称しました。明治４３年には校舎を改築し、昭和３７年には川里

中学校（現在の広田小）の校舎を広田小の校舎として移転しました。卒業式の第１回は明治２５年度で

したが、その当時の校長名は記載がなく、はっきりしたことは分かっていません。ただ校長室には明治

３４年の渡邉七郎治先生からの記載があります。渡邉先生を初代とするならば、私は第３１代というこ

とになります。広田小学校は、来年の２月２５日で、明治６年（１８７３年）の開校から１５０年を迎

えます。卒業式は、明治２５年から数えて１３０回目になります。「昭和３４年４月１日 開校記念日

を 6月 1日と定める。」ことから、毎年６月 1日を開校記念日としています。 

 学制が明治５年８月ですので、広田小学校は半年後に開校となったわけです。地域の方々の教育に関

する関心の高さが伝わってきます。多くの方々の応援をいただきながらここに至るまで、さまざまな歴

史を刻んできた広田小学校。今を生きる私たちにとっては、これまで歩んできた重みある伝統と長い歴

史を感ぜざるを得ません。 

 長い期間を得て、地域の方々が継承し続けた広田小学校を誇りに思うとともに、これからもあかまつ

教育とともに「心豊かなあかまつの子の育成」に向けて、地域、保護者、学校の連携を密にして教育活

動を推進してまいります。                       （文責 清水 良江） 
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「言葉遣い」はその人の“心”をあらわします ～学校でも家庭でも同じです～ 
 
 家では、気持ちも緩み、つい乱暴な言葉遣いをしてしまうことがあります。兄弟姉妹げんかではな

おさらのことです。家で使っている言葉は、学校でも出てしまうことがあります。心を許した兄弟姉

妹同士であれば、許してくれることもあるかもしれませんが、他人に発した心ない言葉は一生消える

ことがありません。言葉は、その人の“心”を表します。相手が誰であれ、人を傷つける言葉は決し

て言ってはなりません。学校でも家でも、一つ一つの言葉を大切にし、意識して話ができるようにし

たいものです。明るく、前向きな言葉で毎日を幸せに過ごしていきましょう。 


